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二
〇
一
一
年
七
月
三
日
に
行
わ
れ
た

タ
イ
の
下
院
議
員
総
選
挙
（
定
数
五
〇

〇
）
に
お
い
て
野
党
タ
イ
貢
献
党
が
圧

勝
し
、
二
〇
〇
六
年
ク
ー
デ
タ
で
追
放

さ
れ
た
タ
ッ
ク
シ
ン
・
チ
ン
ナ
ワ
ッ
ト

元
首
相
を
支
持
す
る
勢
力
が
再
び
政
権

を
手
に
し
た
。
八
月
五
日
、
タ
ッ
ク
シ

ン
元
首
相
の
妹
の
イ
ン
ラ
ッ
ク
・
チ
ン

ナ
ワ
ッ
ト
が
下
院
の
多
数
に
よ
っ
て
首

相
に
指
名
さ
れ
た
。
タ
イ
で
最
初
の
女

性
首
相
の
誕
生
で
あ
る
。

　

イ
ン
ラ
ッ
ク
首
相
は
、
一
九
六
七
年

生
ま
れ
の
四
四
歳
。
タ
ッ
ク
シ
ン
元
首

相
と
は
一
八
歳
の
差
が
あ
る
。
チ
ェ
ン

マ
イ
大
学
卒
業
後
、
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州

立
大
学
で
行
政
学
修
士
号
を
取
得
し

た
。
そ
の
後
、
タ
ッ
ク
シ
ン
元
首
相
の

シ
ン
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
グ
ル
ー

プ
内
で
要
職
を
経
験
し
、
携
帯
電
話
Ａ

Ｉ
Ｓ
社
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
も
努
め
た
が
、
政
治

経
験
は
皆
無
で
あ
る
。
各
国
メ
デ
ィ
ア

は
タ
イ
の
最
初
の
女
性
首
相
の
誕
生
を

伝
え
た
が
、
華
々
し
い
デ
ビ
ュ
ー
と
は

対
照
的
に
イ
ン
ラ
ッ
ク
政
権
に
は
国
民

和
解
と
い
う
難
題
が
待
ち
受
け
て
い
る
。

　

タ
イ
に
お
い
て
は
、
タ
ッ
ク
シ
ン
・

チ
ン
ナ
ワ
ッ
ト
元
首
相
を
追
放
し
た
二

〇
〇
六
年
九
月
ク
ー
デ
タ
以
降
、
元
首

相
を
支
持
す
る
勢
力
（
タ
ッ
ク
シ
ン
派
、

赤
シ
ャ
ツ
）
と
そ
れ
に
反
対
す
る
勢
力

（
反
タ
ッ
ク
シ
ン
派
、
黄
色
シ
ャ
ツ
）
と

の
政
治
対
立
が
深
刻
化
し
た
。
一
方
が

政
権
に
つ
く
と
他
方
が
街
頭
で
の
大
規

模
な
抗
議
行
動
を
展
開
す
る
悪
循
環
に

陥
っ
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
昨
年

二
〇
一
〇
年
三
月
か
ら
五
月
に
は
タ
ッ

ク
シ
ン
派
の
反
独
裁
民
主
主
義
戦
線

（
Ｕ
Ｄ
Ｄ
）
が
ア
ピ
シ
ッ
ト
前
政
権
に

対
し
て
、
バ
ン
コ
ク
中
心
部
な
ど
を
占

拠
す
る
大
規
模
な
抗
議
行
動
を
展
開
し

た
。
強
制
排
除
が
行
わ
れ
る
ま
で
に
Ｕ

Ｄ
Ｄ
側
、
軍
、
さ
ら
に
市
民
に
九
二
人

の
死
者
と
数
百
人
の
負
傷
者
を
出
す
タ

イ
現
代
史
上
最
悪
の
惨
事
と
な
っ
た
。

　

こ
の
事
件
は
国
民
の
間
で
深
ま
っ
た

亀
裂
を
修
復
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
広

く
認
識
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
民
主

党
の
ア
ピ
シ
ッ
ト
・
ウ
ェ
ー
チ
ャ
ー
チ

ワ
首
相
（
当
時
）
は
、
Ｕ
Ｄ
Ｄ
と
の
交

渉
の
な
か
で
王
政
擁
護
、
メ
デ
ィ
ア
改

革
、
経
済
格
差
是
正
、
憲
法
改
正
、
真

相
究
明
を
柱
と
す
る
国
民
和
解
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
二
〇
一
〇
年
五
月
に
示
し
た
。

連
立
与
党
内
に
も
早
期
の
選
挙
を
求
め

る
声
は
強
か
っ
た
が
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
実
現
が
総
選
挙
の
前
提
で
あ
る
と
主

張
し
て
、
ア
ピ
シ
ッ
ト
首
相
は
選
挙
を

引
き
延
ば
し
た
。
懸
案
で
あ
っ
た
選
挙

制
度
を
改
革
す
る
憲
法
改
正
が
二
〇
一

一
年
三
月
に
発
効
し
、
ま
た
、
そ
の
実

施
に
必
要
な
選
挙
法
等
の
改
正
も
実
現

し
た
こ
と
か
ら
、五
月
一
〇
日
、ア
ピ
シ
ッ

ト
首
相
は
下
院
を
解
散
し
、
五
〇
日
余

り
に
わ
た
る
選
挙
戦
が
開
始
さ
れ
た
。

　

今
回
の
総
選
挙
は
、
二
〇
一
一
年
一
二

月
に
下
院
の
任

期
満
了
を
前

に
、解
散
に
よ
っ

て
総
選
挙
を
前

倒
し
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。
国

民
が
タ
ッ
ク
シ

ン
派
の
野
党
タ

イ
貢
献
党
と
ア

ピ
シ
ッ
ト
首
相
を
擁
す
る
民
主
党
と
い

う
二
つ
の
大
政
党
の
い
ず
れ
を
選
択
す

る
か
、
そ
し
て
、
両
勢
力
が
拮
抗
す
る

な
か
で
中
小
の
政
党
が
ど
の
よ
う
に
政

権
に
関
わ
っ
て
い
く
か
が
注
目
さ
れ
た
。

　

当
初
、
民
主
党
と
タ
イ
貢
献
党
の
勢

力
は
拮
抗
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た

が
、
選
挙
戦
が
始
ま
る
と
タ
イ
貢
献
党

の
優
勢
が
続
き
、
民
主
党
は
挽
回
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
八
月
一
日
に

表1　2011年下院議員総選挙の結果
合計 選挙区 比例区

定数 500 375 125
与党
タイ貢献党（Pheu Thai） 265 204 61
タイ開発国民党（Chartthai Pattana） 19 15 4
国家貢献開発国民党（Chart Pattna Puea Pandin） 7 5 2
民衆力党（Phalang Chon） 7 6 1
大衆党（Mahachon） 1 1
新民主党（New Democrat） 1 1
与党合計 300 230 70
野党
民主党（Democrat） 159 115 44
タイ矜持党（Bhumjaithai） 34 29 5
母なる大地党（Matubhum） 2 1 1
タイ国を愛する党（Rak Thailand） 4 4
平和を護る党（Rak Santi） 1 1
野党合計 200 145 55

（出所）筆者作成。
（注）英文名称は選挙委員会登録のものを用いた。

表2　選挙制度の主な変更
改正前 現　在

定数＝選挙区400人、比例区100人 定数＝選挙区375人、比例区125人
選挙区＝1選挙区につき候補者複数 選挙区：1選挙区につき1候補者
比例区：8選挙区に分割 比例区：全国1区。

（出所）2007年憲法（2011年3月改正）・選挙法より筆者作成。

今
泉
慎
也

タ
イ
下
院
総
選
挙

―
タ
ッ
ク
シ
ン
派
の
圧
勝
と
初
の
女
性
首
相
誕
生

ト
レ
ン
ド
・
リ
ポ
ー
ト
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確
定
し
た
最
終
結
果
で
は
、
タ
イ
貢
献

党
は
二
六
五
議
席
（
改
選
前
一
八
七
）

を
得
て
、過
半
数
を
大
き
く
上
回
っ
た
。

民
主
党
は
一
五
九
（
同
一
七
二
）
に
と

ど
ま
っ
た
。

　

ど
う
し
て
タ
イ
貢
献
党
は
圧
勝
し
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

第
一
に
民
主
党
政
権
が
そ
の
支
持
基
盤

の
拡
大
に
成
功
し
な
か
っ
た
こ
と
、
第

二
に
、
イ
ン
ラ
ッ
ク
首
相
と
い
う
切
り

札
が
効
果
を
あ
げ
た
こ
と
、
第
三
に
、

選
挙
制
度
改
革
に
よ
っ
て
獲
得
議
席
が

押
し
上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
考

え
る
。
以
下
、
順
に
み
て
い
こ
う
。

●�

成
功
し
な
か
っ
た
民
主
党
の
支

持
基
盤
拡
大

　

そ
も
そ
も
前
回
の
二
〇
〇
七
年
一
二

月
選
挙
を
含
め
て
、
二
〇
〇
一
年
以
降

の
選
挙
に
お
い
て
タ
ッ
ク
シ
ン
派
が
常

に
勝
利
し
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
二
〇

〇
七
年
選
挙
（
定
数
四
八
〇
：
比
例
区

は
八
〇
）
に
お
い
て
、
タ
ッ
ク
シ
ン
派

の
人
民
の
力
党
（
当
時
）
が
二
三
三
（
比

例
区
三
四
）
議
席
を
獲
得
し
た
の
に
対

し
て
、
民
主
党
は
一
六
五
議
席
（
比
例

区
三
三
）
に
と
ど
ま
っ
た
。
選
挙
で
敗

れ
た
民
主
党
が
政
権
に
つ
い
た
の
は
、

二
〇
〇
八
年
一
二
月
の
憲
法
裁
判
所
の

判
決
に
よ
っ
て
タ
ッ
ク
シ
ン
派
の
人
民

の
力
党
ほ
か
与
党
三
党
の
解
散
が
命
じ

ら
れ
こ
と
、
そ
し
て
、
タ
ッ
ク
シ
ン
派

の
一
部
（
タ
イ
矜
持
党
な
ど
）
が
民
主

党
側
に
寝
返
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ

の
後
、
タ
ッ
ク
シ
ン
派
が
一
貫
し
て
早

期
の
選
挙
を
求
め
て
き
た
の
は
、
選
挙

す
れ
ば
自
分
た
ち
が
勝
つ
と
信
じ
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。
他
方
、
民
主
党
と
し

て
は
政
権
に
つ
い
て
い
る
う
ち
に
自
党

へ
の
支
持
を
拡
大
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
っ
た
。

　

民
主
党
政
権
は
タ
ッ
ク
シ
ン
派
支
持

層
を
取
り
込
む
た
め
に
、
地
方
や
弱
者

救
済
の
た
め
の
政
策
を
強
化
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
の
時
期
の
経
済
状
況

は
民
主
党
政
権
が
支
持
基
盤
を
拡
大
す

る
う
え
で
大
き
な
制
約
と
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
民
主
党
が
政
権
に
つ
い
た

二
〇
〇
九
年
は
世
界
的
な
金
融
危
機
の

影
響
で
タ
イ
経
済
も
マ
イ
ナ
ス
成
長

（
二
・
三
％
）
に
陥
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

二
〇
〇
九
年
後
半
か
ら
急
速
な
景
気
回

復
が
鮮
明
に
な
っ
た
も
の
の
、
国
際
的

な
原
油
高
な
ど
の
影
響
に
よ
る
物
価
上

昇
圧
力
は
高
ま
っ
た
。
政
府
は
価
格
統

制
法
な
ど
を
適
用
し
て
価
格
上
昇
を
お

さ
え
た
が
、
昨
年
に
は
食
用
油
の
品
不

足
が
生
じ
る
な
ど
の
混
乱
が
生
じ
た
。

　

民
主
党
内
に
は
、
Ｕ
Ｄ
Ｄ
に
よ
る
昨

年
二
〇
一
〇
年
の
「
騒
乱
」
に
よ
っ
て

タ
イ
貢
献
党
の
支
持
の
低
下
に
つ
な
が

る
と
い
う
見
方
も
あ
っ
た
が
、
そ
う
し

た
変
化
が
あ
っ
た
か
は
疑
わ
し
い
。
二

〇
一
〇
年
中
に
行
わ
れ
た
い
く
つ
か
の

下
院
議
員
補
欠
選
挙
に
お
い
て
は
、
ひ

と
つ
を
除
い
て
す
べ
て
の
選
挙
に
お
い

て
当
該
選
挙
区
で
も
と
も
と
議
席
を
得

て
い
た
政
党
が
勝
っ
て
い
る
。
唯
一
、

補
欠
選
挙
で
議
席
を
失
っ
た
の
は
民
主

党
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
今
回
の
総
選
挙

に
よ
っ
て
各
党
が
得
た
議
席
を
地
域
別

に
み
る
と
、
二
〇
〇
七
年
総
選
挙
と
ほ

ぼ
同
じ
勢
力
図
と
な
っ
て
い
る
。
民
主

党
は
バ
ン
コ
ク
と
南
部
で
支
持
さ
れ
、

タ
イ
貢
献
党
は
北
部
・
東
北
部
を
中
心

に
広
く
支
持
を
集
め
た
。
さ
ら
に
他
の

中
小
の
政
党
も
議
席
を
減
ら
し
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
盤
は
お
さ
え
て
い
る
。

勢
力
図
が
基
本
的
に
は
変
わ
っ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
は
、
国
民
和
解
の
達
成

が
い
か
に
難
し
い
か
を
あ
ら
た
め
て
示

す
も
の
で
あ
る
。

　

反
タ
ッ
ク
シ
ン
派
の
Ｐ
Ａ
Ｄ
の
活
動

が
民
主
党
に
と
っ
て
大
き
な
制
約
と

な
っ
た
面
も
あ
る
。
民
主
党
政
権
の
成

立
以
降
、
タ
ッ
ク
シ
ン
派
の
Ｕ
Ｄ
Ｄ
が

抗
議
行
動
を
繰
り
返
し
て
き
た
が
、
二

〇
一
〇
年
に
な
る
と
Ｐ
Ａ
Ｄ
も
民
主
党

政
権
に
対
し
て
抗
議
行
動
を
と
る
よ
う

に
な
っ
た
。
Ｐ
Ａ
Ｄ
は
タ
ッ
ク
シ
ン
派

に
対
す
る
政
府
の
対
応
が
手
ぬ
る
い
と

批
判
し
た
ほ
か
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
の
国

境
問
題
を
め
ぐ
っ
て
政
府
に
厳
し
い
対

応
を
と
る
よ
う
に
圧
力
を
か
け
た
。
民

主
党
政
権
は
選
挙
戦
中
に
世
界
遺
産
条

約
か
ら
の
脱
退
を
表
明
し
、
Ｐ
Ａ
Ｄ
は

要
求
が
満
た
さ
れ
た
と
し
て
選
挙
運
動

最
終
日
に
集
会
を
解
散
し
た
。

　

さ
ら
に
、
Ｐ
Ａ
Ｄ
が
行
っ
た
一
種
の

選
挙
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
が
民
主
党
に
マ

イ
ナ
ス
材
料
と
な
っ
た
。
タ
イ
の
有
権

者
は
、
候
補
者
な
い
し
政
党
を
選
択
す

る
代
わ
り
に
、「
投
票
す
る
意
思
が
な

い
」
と
い
う
項
目
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。
Ｐ
Ａ
Ｄ
は
有
権
者
に
棄
権
票
を
投

じ
る
こ
と
を
求
め
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

行
っ
た
。
選
挙
委
員
会
に
よ
れ
ば
、
Ｐ

Ａ
Ｄ
が
目
標
と
し
て
五
〇
〇
万
票
に
は

及
ば
な
か
っ
た
も
の
の
、
八
〇
万
票
ほ

ど
の
棄
権
票
が
み
ら
れ
た
。
Ｐ
Ａ
Ｄ
の

支
持
者
は
民
主
党
の
方
に
投
票
す
る
可

能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
、
Ｐ
Ａ
Ｄ
の

運
動
は
民
主
党
に
影
響
を
与
え
た
。

　

さ
ら
に
、
民
主
党
政
権
へ
の
閉
塞
感

か
ら
小
政
党
に
流
れ
た
票
も
あ
っ
た
。

な
か
で
も
、
風
俗
ビ
ジ
ネ
ス
で
財
を
な

し
た
と
い
う
異
色
の
経
歴
を
も
つ

チ
ュ
ー
ウ
ィ
ッ
ト
・
カ
モ
ン
ウ
ィ
シ
ッ

ト
は
、
率
直
な
物
言
い
と
警
察
な
ど
の

汚
職
批
判
で
バ
ン
コ
ク
を
中
心
に
人
気

を
集
め
、
彼
が
創
設
し
た
「
タ
イ
国
を

護
る
党
」
は
比
例
区
で
四
議
席
を
獲
得

す
る
大
躍
進
を
果
た
し
た
。

●
イ
ン
ラ
ッ
ク
効
果
？

　

首
相
候
補
と
し
て
イ
ン
ラ
ッ
ク
の
人

気
が
タ
イ
貢
献
党
の
圧
勝
へ
と
導
い

た
。「
タ
ッ
ク
シ
ン
」
人
気
は
な
お
根
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強
い
。
イ
ン
ラ
ッ
ク
を
首
相
候
補
に
推

す
声
は
北
部
を
中
心
に
強
か
っ
た
が
、

他
の
有
力
議
員
も
名
乗
り
を
あ
げ
て
い

た
。
最
終
的
に
イ
ン
ラ
ッ
ク
を
首
相
候

補
と
し
た
の
は
タ
ッ
ク
シ
ン
元
首
相
の

意
向
で
あ
っ
た
。新
聞
報
道
に
よ
れ
ば
、

イ
ン
ラ
ッ
ク
は「
ノ
ミ
ニ
ー
」（
代
理
人
）

に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
記

者
の
質
問
に
対
し
て
、
タ
ッ
ク
シ
ン
元

首
相
は
ノ
ミ
ニ
ー
で
は
な
く
「
ク
ロ
ー

ン
」（
複
製
）だ
と
切
り
返
し
た
。
ま
た
、

タ
イ
貢
献
党
が
イ
ン
ラ
ッ
ク
を
同
党
の

比
例
代
表
名
簿
の
第
一
順
位
に
決
定
し

た
の
は
、
解
散
と
総
選
挙
の
布
告
さ
れ

た
後
の
五
月
一
六
日
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
い
わ
ば
後
出
し
に
し
た
こ
と
で
有

権
者
に
よ
り
深
く
印
象
づ
け
る
効
果
も

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

女
性
で
あ
る
こ
と
が
有
利
に
働
い
た

か
に
つ
い
て
は
明
確
な
デ
ー
タ
は
な

い
。
し
か
し
、
近
年
の
タ
ッ
ク
シ
ン
派

と
反
タ
ッ
ク
シ
ン
派
の
双
方
の
運
動
に

女
性
が
数
多
く
参
加
し
て
い
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
タ
イ

女
性
の
政
治
意
識
の
高
ま
り
を
示
唆
し

て
い
る
。
女
性
有
権
者
の
支
持
を
受
け

た
可
能
性
は
高
い
と
考
え
る
。
ま
た
、

イ
ン
ラ
ッ
ク
陣
営
は
政
治
対
立
を
解
消

す
る
う
え
で
誰
と
で
も
対
話
の
で
き
る

女
性
が
適
し
て
い
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
強
調
し
た
。
イ
ン
ラ
ッ
ク
は
報
復

の
意
思
が
な
い
こ
と
を
繰
り
返
し
、
タ

イ
貢
献
党
が
勝
っ
て
も
軍
へ
の
報
復
人

事
を
行
わ
な
い
こ
と
を
明
言
し
た
。

タ
ッ
ク
シ
ン
元
首
相
は
、
イ
ン
ラ
ッ
ク

を
選
ん
だ
の
は
和
解
す
る
た
め
で
あ
っ

て
、
報
復
が
目
的
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、

従
兄
弟
の
チ
ャ
イ
ヤ
シ
ッ
ト
・
チ
ン
ナ

ワ
ッ
ト
陸
軍
大
将
を
選
ん
だ
と
述
べ

た
。

　

こ
れ
と
対
照
的
に
、
民
主
党
と
ア
ピ

シ
ッ
ト
首
相
は
選
挙
戦
の
な
か
で
国
民

和
解
を
唱
え
つ
つ
も
、
昨
年
の
騒
乱
の

責
任
が
Ｕ
Ｄ
Ｄ
や
タ
イ
貢
献
党
に
あ
る

と
主
張
し
、
タ
イ
貢
献
党
が
政
権
に
つ

け
ば
政
治
は
混
乱
す
る
と
い
う
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
戦
略
も
併
用
し
た
。
タ
イ
貢
献

党
・
Ｕ
Ｄ
Ｄ
の
幹
部
は
責
任
は
政
府
に

あ
る
と
の
従
来
の
主
張
を
繰
り
返
し
、

反
論
し
た
け
れ
ど
も
、
イ
ン
ラ
ッ
ク
は

一
貫
し
て
和
解
を
強
調
し
、
そ
う
し
た

議
論
に
与
し
な
い
戦
略
を
と
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

●�

小
選
挙
区
制
の
復
活
が
勝
敗
を

さ
ら
に
鮮
明
に

　

今
回
の
総
選
挙
の
直
前
に
行
わ
れ
た

選
挙
制
度
改
革
に
お
い
て
、
一
選
挙
区

に
つ
き
一
候
補
を
選
ぶ
い
わ
ゆ
る
小
選

挙
区
制
が
復
活
し
た
こ
と
は
、
タ
イ
貢

献
党
の
獲
得
議
席
数
を
底
上
げ
す
る
効

果
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ク
ー
デ

タ
前
の
一
九
九
七
年
憲
法
は
、
下
院
議

員
選
挙
に
つ
い
て
、
政
党
名
簿
方
式
の

比
例
代
表
制
と
小
選
挙
区
制
の
並
列
制

を
採
用
し
て
い
た
。
タ
ッ
ク
シ
ン
元
首

相
が
率
い
た
タ
イ
・
ラ
ッ
ク
・
タ
イ
党

が
二
〇
〇
一
年
、
二
〇
〇
五
年
の
総
選

挙
で
圧
勝
し
た
ひ
と
つ
の
要
因
に
小
選

挙
区
制
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
た
。
そ

こ
で
、
二
〇
〇
六
年
ク
ー
デ
タ
後
に
起

草
さ
れ
た
現
行
の
二
〇
〇
七
年
憲
法

は
、
小
選
挙
区
制
を
廃
止
し
、
ひ
と
つ

の
選
挙
区
か
ら
複
数
の
候
補
を
選
出
す

る
方
式
へ
と
変
更
し
た
。
ま
た
、
比
例

代
表
制
に
つ
い
て
は
、
全
国
を
八
つ
の

地
域
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

名
簿
を
作
成
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
国
会
議
員
の
な
か

に
は
選
挙
制
度
の
改
革
を
求
め
る
声
が

強
か
っ
た
。
二
〇
〇
九
年
に
国
会
の
政

治
改
革
・
国
民
和
解
特
別
委
員
会
が
ま

と
め
た
六
項
目
の
憲
法
改
正
提
案
に

は
、
小
選
挙
区
制
の
復
活
を
含
む
選
挙

制
度
改
革
が
含
ま
れ
て
い
た
。
当
時
与

党
の
民
主
党
内
に
は
小
選
挙
区
制
の
復

活
に
消
極
的
な
意
見
が
強
か
っ
た
が
、

連
立
を
組
む
他
の
与
党
が
強
く
主
張
し

た
た
め
、
小
選
挙
区
制
の
復
活
を
容
認

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
小
選

挙
区
制
を
認
め
る
代
わ
り
に
、
比
例
定

数
の
大
幅
な
増
員
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

全
国
を
ひ
と
つ
の
選
挙
区
と
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
比
例
定
数
の
増
加
が
現
職

首
相
を
擁
す
る
民
主
党
に
有
利
と
考
え

ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。し
か
し
な
が
ら
、

総
選
挙
の
結
果
を
み
る
と
、
比
例
区
に

お
い
て
も
民
主
党
は
タ
イ
貢
献
党
に
大

き
く
溝
を
あ
け
ら
れ
た
。
民
主
党
が
期

待
し
た
「
ア
ピ
シ
ッ
ト
効
果
」
よ
り
も
、

「
イ
ン
ラ
ッ
ク
効
果
」
が
大
き
か
っ
た

の
で
あ
る
。

●�

タ
イ
貢
献
党
の
公
約
は
実
現
す

る
の
か
？

　

タ
イ
貢
献
党
が
過
半
数
を
と
っ
た
こ

と
で
、
連
立
を
め
ぐ
る
政
治
的
混
乱
は

生
じ
ず
、
連
立
政
権
作
り
が
速
や
か
に

進
ん
だ
。
投
票
日
翌
日
の
七
月
四
日
に

は
、
タ
イ
国
民
開
発
党
（
一
九
議
席
）、

国
家
貢
献
開
発
国
民
党
（
七
議
席
）、

民
衆
力
党
（
七
議
席
）、
大
衆
党
（
一

議
席
）、
新
民
主
党
（
一
議
席
）、
と
の

連
立
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
連
立
政
権

は
三
〇
〇
議
席
を
確
保
す
る
。

　

し
か
し
、
選
挙
委
員
会
に
よ
る
当
選

確
定
作
業
は
時
間
が
か
か
る
こ
と
と

な
っ
た
。
国
会
召
集
に
必
要
な
九
五
％
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の
議
員
の
当
選
が
確
定
し
て
い
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
満
た
す
数

の
議
員
の
当
選
が
確
定
し
た
の
は
七
月

二
七
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
審
査
に
時

間
が
か
か
っ
た
理
由
は
、
タ
イ
貢
献
党

の
比
例
代
表
名
簿
に
含
ま
れ
て
い
た
Ｕ

Ｄ
Ｄ
の
リ
ー
ダ
ー
一
〇
人
が
同
党
の
党

則
お
よ
び
選
挙
法
の
規
定
上
、
党
員
た

る
資
格
を
有
す
る
か
が
争
点
と
な
っ
た

こ
と
に
あ
る
。
特
に
逮
捕
さ
れ
身
柄
を

拘
束
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
チ
ャ

ト
ゥ
ポ
ー
ン
・
プ
ロ
ム
パ
ン
（
同
党
の

名
簿
第
八
位
）
の
取
り
扱
い
が
最
後
ま

で
残
り
、
国
会
が
召
集
さ
れ
る
八
月
一

日
に
な
っ
て
当
選
が
確
定
し
た（
な
お
、

二
選
挙
区
で
再
選
挙
、
一
選
挙
区
で
投

票
の
再
集
計
が
行
わ
れ
た
）。

　

閣
僚
人
事
に
つ
い
て
は
、
前
政
権
で

は
三
人
で
あ
っ
た
副
首
相
を
五
人
へ
と

増
員
し
（
三
人
が
他
の
大
臣
を
兼
務
）、

イ
ン
ラ
ッ
ク
首
相
を
支
え
る
体
制
を
明

確
に
し
た
。
ま
た
、
懸
案
で
あ
っ
た
Ｕ

Ｄ
Ｄ
メ
ン
バ
ー
か
ら
の
大
臣
起
用
は
見

送
ら
れ
、Ｕ
Ｄ
Ｄ
側
に
不
満
を
残
し
た
。

イ
ン
ラ
ッ
ク
首
相
は
自
分
が
全
体
の
調

整
に
力
を
入
れ
、
各
分
野
は
そ
れ
ぞ
れ

の
専
門
チ
ー
ム
、
担
当
大
臣
に
委
ね
る

こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。

　

閣
僚
人
事
も
固
ま
り
、
関
心
は
イ
ン

ラ
ッ
ク
政
権
が
そ
の
公
約
を
ど
れ
だ
け

実
行
す
る
か
に
移
っ
て
い
る
。
選
挙
戦

で
は
民
主
党
・
タ
イ
貢
献
党
双
方
が
公

約
を
競
っ
た
が
、
バ
ン
コ
ク
都
内
の
電

車
網
な
ど
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
加
え
て
、

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
な
ど
の
方
針
は

重
な
る
部
分
が
多
い
。
法
人
税
率
の
引

き
下
げ
（
現
行
三
五
％
を
二
三
％
、
さ

ら
に
二
〇
％
）
と
と
も
に
、
最
低
賃
金

の
全
国
一
律
三
〇
〇
バ
ー
ツ
へ
の
引
き

上
げ
や
大
卒
初
任
給
の
一
万
五
〇
〇
〇

バ
ー
ツ
へ
の
引
き
上
げ
策
を
掲
げ
て
い

る
。
急
激
な
引
き
上
げ
に
よ
る
コ
ス
ト

増
は
中
小
企
業
へ
の
影
響
が
強
い
一

方
、
昨
年
か
ら
懸
念
さ
れ
て
い
る
イ
ン

フ
レ
を
強
め
る
と
し
て
懸
念
を
表
明
す

る
声
も
あ
る
。

●�
イ
ン
ラ
ッ
ク
政
権
は
安
定
す
る

か
？

　

国
民
和
解
を
進
め
、
こ
れ
ら
の
政
策

が
実
行
に
移
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
、
イ

ン
ラ
ッ
ク
政
権
が
安
定
的
で
あ
る
か
ど

う
か
に
か
か
っ
て
い
る
。

　

下
院
の
多
数
を
お
さ
え
た
イ
ン
ラ
ッ

ク
政
権
で
は
あ
る
が
、
国
会
運
営
の
た

め
に
上
院
と
の
関
係
も
重
要
と
な
る
。

憲
法
上
、
上
院
議
員
は
政
党
へ
の
所
属

が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
上
院
議

員
の
な
か
に
は
政
党
の
影
響
下
に
あ
る

議
員
が
存
在
す
る
が
、
そ
の
数
は
与
党

側
が
法
案
の
上
院
通
過
を
確
実
な
も
の

と
す
る
ほ
ど
十
分
な
も
の
で
は
な
い
。

一
九
九
七
年
憲
法
の
も
と
で
下
院
の
圧

倒
的
多
数
を
確
保
し
た
タ
ッ
ク
シ
ン
政

権
期
に
法
案
成
立
数
が
伸
び
な
か
っ
た

ひ
と
つ
の
理
由
に
上
院
の
存
在
が
あ
っ

た
。

　

イ
ン
ラ
ッ
ク
政
権
に
対
し
て
も
反

タ
ッ
ク
シ
ン
派
が
街
頭
に
お
け
る
大
規

模
な
抗
議
行
動
を
再
開
す
る
こ
と
は
あ

り
得
る
。
た
だ
し
、
Ｐ
Ａ
Ｄ
は
支
持
者

が
減
少
し
解
散
の
可
能
性
も
報
道
さ
れ

て
お
り
、
国
際
空
港
を
占
拠
し
た
二
〇

〇
八
年
の
よ
う
な
大
規
模
な
集
会
は
当

面
行
わ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な

が
ら
、
タ
ッ
ク
シ
ン
派
が
狙
っ
て
い
る

タ
ッ
ク
シ
ン
元
首
相
に
対
す
る
恩
赦

は
、
反
タ
ッ
ク
シ
ン
派
が
大
規
模
な
集

会
を
組
織
す
る
引
き
金
と
な
る
可
能
性

が
高
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
経
済

界
や
タ
イ
貢
献
党
内
で
も
早
期
の
恩
赦

に
慎
重
な
意
見
が
強
い
。
他
方
、
Ｕ
Ｄ

Ｄ
側
に
も
昨
年
の
強
制
排
除
を
め
ぐ
る

責
任
追
及
を
閉
ざ
す
恩
嚇
に
は
反
対
す

る
声
が
あ
る
。

　

最
大
の
懸
念
は
司
法
の
動
き
で
あ

る
。
二
〇
〇
六
年
以
降
、
タ
ッ
ク
シ
ン

派
の
勢
力
を
そ
ぐ
た
め
に
司
法
が
利
用

さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
反
タ
ッ
ク

シ
ン
派
、
野
党
が
司
法
を
通
じ
て
、
イ

ン
ラ
ッ
ク
政
権
を
つ
ぶ
し
に
か
か
る
だ

ろ
う
。
選
挙
戦
中
に
は
タ
ッ
ク
シ
ン
元

首
相
の
裁
判
に
お
け
る
証
言
な
ど
を
理

由
に
イ
ン
ラ
ッ
ク
首
相
の
責
任
を
問
う

動
き
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
選
挙
後
直
ち

に
Ｐ
Ａ
Ｄ
は
選
挙
無
効
の
申
立
て
を

行
っ
た
が
、
請
求
権
な
し
と
し
て
裁
判

所
は
請
求
を
棄
却
し
た
。

　

選
挙
違
反
の
告
発
に
も
と
づ
く
捜
査

が
本
格
化
す
る
の
は
こ
れ
か
ら
で
あ

る
。
憲
法
や
選
挙
法
等
に
は
選
挙
違
反

を
理
由
と
す
る
政
党
解
散
を
命
じ
る
規

定
が
存
在
し
、
捜
査
・
訴
訟
の
結
果
に

よ
っ
て
は
政
権
が
引
き
ず
り
お
ろ
さ
れ

る
事
態
へ
と
展
開
す
る
可
能
性
が
残

る
。
た
と
え
ば
、
憲
法
裁
判
所
は
政
党

の
党
首
・
幹
部
の
軽
微
な
選
挙
違
反
を

理
由
に
政
党
の
解
散
を
命
ず
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
規
定
は
二
〇
〇
八
年
一

二
月
の
タ
ッ
ク
シ
ン
派
政
権
を
倒
し
た

憲
法
裁
判
所
の
判
決
の
根
拠
と
な
っ

た
。
民
主
党
と
タ
イ
貢
献
党
は
互
い
に

選
挙
違
反
を
理
由
と
し
て
相
手
方
の
解

散
を
求
め
る
動
き
が
あ
る
。民
主
党
は
、

タ
イ
貢
献
党
が
自
党
の
候
補
者
が
よ
り

多
く
報
道
さ
れ
る
た
め
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
に
資
金
を
提
供
し
た
と
主
張
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
タ
イ
貢
献
党
は
選
挙

期
間
中
に
政
府
が
行
っ
た
日
用
品
の
低

価
格
販
売
事
業
が
間
接
的
な
資
金
提
供

に
あ
た
る
と
主
張
す
る
。
司
法
を
通
じ

た
政
党
解
散
は
さ
ら
に
両
勢
力
の
政
治

対
立
を
助
長
す
る
危
険
性
も
は
ら
ん
で

い
る
。
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